




序

　骨格筋の収縮単位である筋線維についてはその電気的,力学的性質,fast 及

び slow 線維のあること.膜の興奮が内部の収縮蛋白を活性化する過程(E-C

Coupling)などがくわしくしらべられている.然し,病的筋についての細胞レベ

ルでの機能的研究は今日まで極めて少ない.われわれはジストロフィーマウス

からとり出した筋線維を材料として刺激－脱分極－張力発生の相関を求め,こ

れと微細構造特に小胞体の変化と対応させることを試みた.小胞体特に横管は

興奮を内部に伝達するのに重要な役割を果しているからである.


